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１
月
10
日
㈰
、さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
で
成

人
祝
賀
式（
以
下
、成
人
式
）が
行
わ
れ
ま

し
た
。新
成
人
４
０
９
人
が
式
に
出
席
し
、

新
た
な
人
生
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。今

年
は
会
場
内
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、家

族
な
ど
の
観
覧
席
を
な
く
し
、新
成
人
の

皆
さ
ん
の
み
で
行
い
ま
し
た
。新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、座
席

間
隔
を
空
け
、各
自
マ
ス
ク
を
し
て
の
参

加
と
な
っ
た
た
め
、例
年
と
は
異
な
っ
た

様
相
の
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度 

成
人
祝
賀
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
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久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
た
ち
。会
場
に

は
再
会
を
喜
ぶ
声
や
懐
か
し
む
声
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。お
互
い
の
近
況
を
話
し

合
っ
た
り
と
、さ
ま
ざ
ま
な
会
話
が
あ
り

ま
し
た
。楽
し
そ
う
で
生
き
生
き
と
し
て

お
り
、明
る
い
未
来
を
感
じ
さ
せ
る
雰
囲

気
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、こ
れ
か
ら
各
々
の

夢
に
向
か
っ
て
邁ま
い
進し
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

新成人代表　北口 朋奈 さん
　今日こうして、新成人を迎えるこ
とができたのは20年間、たくさんの
愛情で私たちを育て、支えてくれた
家族の存在、学校の先生方や、地域
の方々の存在、友人の存在があった
からです。
　昨年から新型コロナウイルスが
流行し、何気ない日常が当たり前で
はなかったのだと、たくさんの人が
身を持って経験した年でした。これ
からも私たちは変化と共に成長し
続けるでしょう。自分を見失うこと
なく、前向きに若者らしく社会に貢
献できるように努力してまいりま
す。社会の一員として、またこれか
らの社会を担う人間として私たち
はまだまだ未熟です。本日より大人
の仲間入りをいたしますが、今後と
も良き先輩としてご指導、ご鞭

べん
撻
たつ
の

ほどよろしくお願いいたします。(一
部抜粋)
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令
和
３
年
度

　
（
令
和
２
年
分
）

市
・
県
民
税
、

所
得
税
の

申
告
相
談

■ 

受
付
期
間

　

２
月
16
日
㈫
～
３
月
15
日
㈪

　

  

※
土・日・祝
日
は
閉
庁

■ 

受
付
時
間

　
午
前
９
時
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時

■ 

受
付
場
所

　
市
役
所
３
階　
東
会
議
室

市・県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

　
市・
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人
は
、

お
お
む
ね
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た

人
や
勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人
は
、原
則

と
し
て
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
、市
内
に
住

民
票
が
あ
り
、令
和
２
年
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
に
お
い
て

◎�

営
業
等
、農
業
、配
当
、地
代
、家
賃
、

公
的
年
金
等
以
外
の
雑
所
得
、一
時

所
得
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人

◎�

給
与
所
得
者
の
場
合

・�

勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

・�

給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た
人

（
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
20
万
円
以

下
の
場
合
で
も
申
告
が
必
要
で
す
）

・�

年
末
調
整
に
含
ま
れ
て
い
な
い
所
得

控
除（
医
療
費
控
除
な
ど
）を
受
け
よ

う
と
す
る
人

◎
公
的
年
金
等
受
給
者
の
場
合

・�

公
的
年
金
等
以
外
に
所
得
が
あ
っ

た
人（
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
、か
つ
、そ
れ
以

外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
場
合
で

も
申
告
が
必
要
で
す
）

・�「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」に
記

載
の
な
い
所
得
控
除（
医
療
費
控
除

な
ど
）を
受
け
よ
う
と
す
る
人

◎
前
年
中
の
収
入
が
な
か
っ
た
場
合

　

�

国
民
健
康
保
険・
後
期
高
齢
者
医
療

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、３
密（
密
集・

密
接・
密
閉
）を
避
け
る
な
ど
の
対
策

を
実
施
し
ま
す
。何
か
と
ご
不
便
を
お

か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

申
告
相
談
会
場（
出
張
申
告
相
談
会

場
も
含
む
）へ
お
越
し
の
際
は
、事

前
に
検
温
の
実
施
、マ
ス
ク
の
着

用
、入
口
な
ど
で
の
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
、で
き
る
限
り
少
人
数
で
の
来
場

を
お
願
い
し
ま
す
。マ
ス
ク
を
着
用

し
て
い
な
い
人
、37
・
５
度
以
上
の

発
熱
が
認
め
ら
れ
る
人
は
入
場
で

き
ま
せ
ん
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
状
況
に
応
じ

て
、１
日
の
受
付
人
数
の
制
限
な
ど

を
設
け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

�

ま
た
、次
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合

も
来
場
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・�

咳
、倦
怠
感
、息
苦
し
さ
な
ど
の
自

覚
症
状
が
あ
る
場
合
。

・�

同
居
家
族
や
身
近
に
感
染
が
疑
わ

れ
る
人
が
い
る
場
合
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
策
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

◎�

市・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
は
、

郵
送
で
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。必
要
事
項
の
記
入
、

押
印
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で

き
る
書
類
と
本
人
確
認
書
類（
運

転
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
）

の
写
し
、控
除
証
明
書
な
ど
の

必
要
書
類
を
同
封
の
上
、市
役
所

（
〒
６
３
５・
８
５
１
１ 

大
和
高
田

市
大
字
大
中
100
番
地
１ 

大
和
高
田

市
役
所
税
務
課
市
民
税
係
）へ
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。記
入
し
た
内
容
に

関
し
て
、電
話
で
確
認
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎�

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

は
、自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ（
電

子
申
告
）、ま
た
は
葛
城
税
務
署

（
〒
６
３
５・
８
５
０
３ 

大
和
高
田

市
西
町
１
番
15
号
）へ
郵
送
で
の
提

出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

�

詳
し
く
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

会
場
は
、例
年
以
上
の
待
ち
時
間
が

予
想
さ
れ
ま
す
。今
年
度
か
ら
、完

成
し
た
申
告
書
の
提
出
用
収
受
箱

を
会
場
に
設
置
し
て
い
ま
す
。提
出

の
み
す
る
人
に
つ
い
て
は
、待
ち
時

間
が
大
幅
に
減
少
し
ま
す
の
で
、あ

わ
せ
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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保
険
の
算
定
、児
童
手
当・
就
学
援

助・
公
営
住
宅
の
申
請
、所
得
証
明

書・
課
税
証
明
書
の
発
行
な
ど
、各
種

手
続
き
に
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。当
該
手
続
き
に
必
要
と
思
わ

れ
る
人
は
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◎�

株
式
等
の
特
定
配
当
等
所
得
お
よ
び

特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
な
ど
に
つ
い

て
、市・
県
民
税
と
所
得
税
で
異
な
る

課
税
方
式
を
選
択
す
る
人

  

※�

納
税
通
知
書
送
達
日
ま
で
に
申
告

書
の
提
出
が
な
け
れ
ば
、異
な
る
課

税
方
式
を
選
択
で
き
ま
せ
ん
。

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

　

所
得
税
の
確
定
申
告
も
相
談・
預
か

り
を
行
い
ま
す
が
、次
の
申
告
に
つ
い

て
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
の
で
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ（
電
子
申
告
）、ま
た
は
葛
城
税

務
署
へ
お
願
い
し
ま
す
。

・�

青
色
申
告

・�

分
離
課
税
所
得（
土
地・
建
物・
株
式

の
譲
渡
所
得
な
ど
）の
申
告

・�

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
申
告

・�

過
去
の
年
分（
令
和
元
年
分
以
前
）の

申
告

・�

令
和
２
年
中
に
亡
く
な
っ
た
方
の
申

告
・�

営
業・
農
業・
不
動
産
な
ど
の
収
支
内

訳
書
が
完
成
し
て
い
な
い
も
の

な
ど

申
告
に
必
要
な
も
の

◎
令
和
２
年
中
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

　
（�
源
泉
徴
収
票・
給
与
明
細・
収
支
内

訳
に
関
す
る
書
類
な
ど
）

◎�

令
和
２
年
中
に
支
払
っ
た
社
会
保
険

料
な
ど
が
わ
か
る
も
の

・�

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
、国

民
健
康
保
険
税
な
ど
）の
支
払
額
が

わ
か
る
も
の

※�

国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て
は
、日

本
年
金
機
構
か
ら
発
行
さ
れ
た
控
除

証
明
書
が
必
要
で
す
。

・�

生
命
保
険
料
、地
震
保
険
料
、旧
長
期

損
害
保
険
料
の
控
除
証
明
書

◎
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
場
合

・��

医
療
費
控
除
の
明
細
書（
事
前
に
作

成
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
）

◎
障
害
者
控
除
を
申
告
す
る
場
合

・�

障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
な
ど

◎
所
得
税
の
還
付
申
告
の
場
合

・�

口
座
情
報
が
わ
か
る
も
の（
通
帳
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
）

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類

◎
本
人
確
認
書
類

◎
印
鑑

申
告
に
お
け
る
注
意
事
項

◎�

ス
ム
ー
ズ
な
相
談
の
た
め
、申
告
書

に
は
事
前
に
住
所・
名
前・
扶
養
親
族

な
ど
は
記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。

◎�

市
役
所
税
務
課
窓
口
で
の
申
告
相
談

は
で
き
ま
せ
ん
。

出
張
申
告
受
付・相
談
な
ど
の
日
程

　
市
役
所
税
務
課
で
は
、次
の
日
程
で
、

申
告
期
間
前
の
受
付
な
ど
を
行
い
ま

す
。

とき 受付会場 主な対象地区

2月 3日㈬ 市立陵西公民館 野口、池田、市場

2月 4日㈭ 池尻公民館 池尻、藤森

2月 5日㈮ 西坊城公民館 西坊城、出、秋吉

2月 8日㈪ 築山公民館 築山、大谷

2月 9日㈫ 市立土庫公民館 松塚、東雲町、土庫、土庫
1･2･3丁目

2月10日㈬ 根成柿公民館 根成柿、吉井、奥田

2月12日㈮ 葛城コミュニティ
センター

曽大根、曽大根1･2丁目
南陽町、甘田町、蔵之宮町

※�

公
民
館
な
ど
で
の
出
張
申
告
受
付・

相
談
時
間
は
、午
前
10
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
で
す
。

※�

市
民
税・
県
民
税
申
告
書
は
、「
申
告

書
の
手
引
き
」を
参
照
し
て
、作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

例
年
以
上
の
待
ち
時
間
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、住
所・
名
前・
生
年
月
日・

扶
養
親
族
の
欄
は
、事
前
に
書
い
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

◎�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
注
意
事
項

※�

出
張
申
告
会
場
に
来
ら
れ
る
際
も
、右
記

に
記
載
の
あ
る
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※�

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、や
む
な

く
出
張
申
告
を
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

（
税
務
課
市
民
税
係　

内
線
２
４
５・２
６
２
）

◎�開設期間は、2月16日㈫から
3月15日㈪です（土・日・祝日を
除く）。相談受付は午後4時ま
で行っていますが、感染防止
のため、混雑状況によっては
入場者数を調整するほか、早
めに受付を終了する場合があ
ります。
※�申告書作成会場への入場には
「入場整理券」が必要です。会場
で当日配付しますが、LINEを
通じたオンライン事前発行も
可能ですので、詳しくは、国税庁
ホームページをご確認くださ
い。
※�葛城税務署内の駐車場は使用
できません。自動車での来署は
ご遠慮ください。
※�各申告書作成会場での感染防
止策にご協力ください。
（葛城税務署　☎︎22・2721）

葛城税務署内の
申告書作成会場について
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令和３年度 大和高田市水道事業水質検査計画

安
心・安
全
な
水
道
水
を

お
と
ど
け
し
ま
す

令
和
元
年
度
水
道
事
業

上
水
道
事
業
の
概
要

　
水
道
部
門
で
は
、安
心
し
て
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
安
全
な
水
道
水
を
、皆
さ
ん
の
も
と
へ

安
定
供
給
す
る
た
め
、配
水
管
の
整
備
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
、施
設
の
整
備・改
修
事
業

を
順
次
す
す
め
、水
質
検
査
計
画
に
基
づい
た
水
質
検
査
と
施
設
の
管
理
を
適
正
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
水
道
水
に
つい
て
、「
令
和
元
年
度
上
水
道
事
業
の
概

要
」と「
水
質
検
査
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
配
水
状
況
は
、総
配
水

量
は
６
７
７
万
７
、５
５
４
㎥
で
前
年
度

と
比
べ
て
９
万
９
、０
３
０
㎥
、率
に
し
て

１・４
％
減
少
し
て
い
ま
す
。給
水
人
口
は

６
万
４
、２
０
８
人
で
、前
年
度
に
比
べ
て

７
５
８
人
減
少
し
ま
し
た
。給
水
戸
数
に

つ
い
て
は
３
万
８
２
４
戸
と
な
り
、前
年

度
と
比
べ
30
戸
増
加
し
ま
し
た
。 

　
水
道
水
を
安
定
し
て
届
け
る
た
め
、配

水
管
整
備
事
業
と
し
て
、配
水
管
布
設
工

事（
奥
田
地
内
）や
配
水
管
布
設
替
工
事

（
大
中
地
内
外
18
か
所
）を
実
施
し
、下
水

道
関
連
工
事
と
し
て
、給
配
水
管
移
設
工

事（
東
中
２
丁
目
地
内
外
17
か
所
）な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

財
政
状
況
は
、令
和
元
年
度
２
億
１
、

２
１
３
万
４
、１
３
５
円
の
純
利
益
が
生

じ
、前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
23
万
８
、

５
８
６
円
と
合
わ
せ
、当
年
度
未
処
分
利

益
剰
余
金
は
、２
億
１
、２
３
７
万
２
、７

２
１
円
と
な
り
、翌
年
度
へ
繰
越
し
ま
し

た
。

  

今
後
の
財
政
状
況
は
、総
配
水
量
の
減

少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、人
口
減
少
な
ど

に
よ
り
、料
金
収
入
の
減
少
や
老
朽
化
し

た
設
備
更
新
に
費
用
の
増
加
な
ど
が
予

想
さ
れ
、予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
も
、更
に
効
率
的
な
運
営
に
よ

り
、経
費
の
削
減
に
努
め
、財
政
基
盤
の

安
定
化
を
図
り
な
が
ら
、将
来
に
効
率
よ

く
継
承
で
き
る
よ
う
、老
朽
施
設
の
更
新

事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た
、災
害

時
に
備
え
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
確
保
す
る

た
め
の
諸
事
業
を
推
進
し
、常
に
安
全
で

安
心
し
て
飲
め
る
水
道
水
の
安
定
供
給

を
図
り
、住
民
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

決算収支状況　上水道事業（税抜）

【水道事業費用内訳】 【水道事業収益内訳】

費用合計
1,525,377

受水費
829,620（54.4%） 

減価償却費
301,014（19.7%）

物件費
197,269（12.9%）

人件費
132,707（8.7%）

支払利息
33,435（2.2%）

動力費 18,908（1.3%）

その他 12,424（0.8%）

（単位：千円）

給水収益（水道料金）
　　1,544,766（88.9%）

その他
139,049（8.0%）

分担金 53,696（3.1%）

（単位：千円）

収益合計
1,737,511

維持管理整備事業
①管路対策：水管橋の点検
　老朽管更新事業計画（令和元年度末決算）
● 配水管延長…… 219,976m
● 老朽管残延長… 8,834m
● 老朽管割合…… 4.02％
②施設対策：配水場老朽施設の更新

水道施設の整備

給水人口　…………… 64,208 人
給水戸数　………… 30,824 戸
年間総配水量　…… 6,777,554㎥
1日最大配水量　… … 20,430㎥
1人1日平均配水量…… 288ℓ

業務量（令和2年3月31日現在）

資本的収入 220,314 移設工事負担金収入、企業債借入など

資本的支出 544,238 水道施設の拡張、改良工事、企業債償還金など

差　引 △ 323,924 資本的収支不足額

決算収支状況　工事関係（税込）

（単位：千円）
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令和３年度 大和高田市水道事業水質検査計画

令
和
３
年
度 

大
和
高
田
市
水
道
事
業
水
質
検
査
計
画

水
質
検
査
計
画
と
は

　

水
質
検
査
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に「
安

心
」と「
安
全
」な
水
の
供
給
を
す
る
た
め

不
可
欠
で
あ
り
、水
道
水
の
水
質
管
理
に

お
い
て
中
核
と
な
る
も
の
で
す
。

　

水
質
検
査
計
画
と
は
、水
質
検
査
の
適

正
化
を
確
保
す
る
た
め
に
、水
質
検
査
項

目
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

市
上
下
水
道
部
で
は
、水
道
水
の
状
況

を
踏
ま
え
、水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
、こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
検
査
結
果
の
公
表
と

併
せ
、水
道
水
が
水
質
基
準
に
適
合
し
安

全
で
あ
る
こ
と
を
さ
ら
に
分
か
る
よ
う
、

公
表
し
ま
す
。

１ 

基
本
方
針

　

清
浄
な
水
を
供
給
す
る
た
め
、施
設
の

管
理
を
適
正
に
行
い
、水
道
法
を
遵
守
す

る
こ
と
を
基
本
に
適
正
な
水
質
項
目
の
選

定・
検
査
頻
度・
採
水
地
点
の
選
定
を
行

い
、適
切
な
判
断
に
よ
り
需
用
者
が
安
心
、

信
頼
し
て
利
用
で
き
る
水
道
を
目
指
し
ま

す
。２ 

水
道
事
業
の
概
要

⑴�

水
源
は
、奈
良
県
営
水
道
よ
り
100
％
受
水

⑵
配
水
場
は
、市
内
３
か
所

　
１
日
配
水
施
設
能
力

　
　
大
東
配
水
場：１
０
、０
０
０
㎥

　
　
天
満
配
水
場：１
３
、０
０
０
㎥

　
　
陵
西
配
水
場：１
５
、０
０
０
㎥

⑶
給
水
状
況

３ 

水
道
水
の
状
況

⑴�
水
道
水
は
、奈
良
県
水
道
局
御
所
浄
水

場
よ
り
受
水
し
て
い
ま
す
。

　

�

御
所
浄
水
場
の
水
質
に
つ
き
ま
し
て

は
、奈
良
県
水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

水
質
検
査
結
果
を
見
て
く
だ
さ
い
。

⑵�

水
道
水
は
、こ
れ
ま
で
の
検
査
結
果
よ

り
、水
質
基
準
を
十
分
満
足
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、安
全
で
良
質
な
水
で
す
。

４ 

水
質
検
査
項
目
、検
査
頻
度

　
水
質
基
準
が
適
用
さ
れ
る
水
質
検
査
項

目
と
検
査
頻
度

①
水
質
検
査
項
目

　

�

法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
項
目（
別
表

１
）〈
51
項
目
〉 

お
よ
び
毎
日
検
査
項
目

（
別
表
３
）の
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。

②
検
査
頻
度

ア�

法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
項
目（
別
表

１
）の
項
目 

№
１
、２
、38
、46
か
ら
51

の
検
査
は
、毎
月
１
回
行
い
ま
す
。

イ�

法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
項
目（
別
表

１
）の
う
ち
、前
記
の
項
目
ア
と
省
略
不

可
項
目 

№
９
、21
か
ら
31
、42
、43
以
外

の
項
目
に
つ
い
て
は
、年
４
回
以
上
行

い
ま
す
が
、過
去
３
年
間
の
検
査
結
果

が
基
準
値
の
10
分
の
１
以
下
の
場
合
に

は
３
年
に
１
回
、10
分
の
１
超
過
５
分

の
１
以
下
の
場
合
に
は
年
に
１
回
ま

で
、検
査
頻
度
を
緩
和
し
て
行
い
ま
す
。

ウ�

法
令
に
基
づ
く
毎
日
検
査
項
目（
別
表
３
）

の
、色・濁
り・消
毒
の
残
留
効
果（
残
留
塩

素
）の
検
査
は
、１
日
１
回
行
い
ま
す
。

◎
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目

　

�

水
質
基
準
に
は
該
当
し
な
い
も
の
の
、よ

り
質
の
高
い
水
道
水
を
目
指
す
た
め
、水

質
管
理
上
留
意
す
べ
き
項
目
で
す
。水

質
管
理
目
標
設
定
項
目（
別
表
２
）〈
３
項

目
〉 

の
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
。

③�

水
質
管
理
上
優
先
す
べ
き
対
象
項
目
な

ど
の
留
意
す
べ
き
事
項

５ 

水
質
検
査
の
方
法

⑴
上
下
水
道
部
で
自
己
検
査
を
行
う
項
目

・�

毎
日
検
査（
水
道
法
の
規
定
に
よ
る
毎

日
検
査
項
目
）

⑵�
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合

（
一
部
事
務
組
合
）に
委
託
す
る
検
査

・�
水
質
基
準
項
目（
検
査
区
分：
毎
月
検

査・項
目
検
査
）

・
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目

６ 

臨
時
検
査

　

水
道
水
が
、次
の
よ
う
な
水
質
変
化
が

あ
り
水
質
基
準
に
適
合
し
な
い
恐
れ
が
あ

る
と
き
は
、必
要
に
応
じ
て
臨
時
の
水
質

検
査
を
行
い
ま
す
。

⑴�

定
期
検
査
に
よ
り
水
質
異
常
が
判
明
し

た
場
合
。

⑵�

水
道
施
設
が
著
し
く
汚
染
さ
れ
た
恐
れ

が
あ
る
と
き
。

⑶�

原
因
不
明
の
色
お
よ
び
濁
り
な
ど
水
質

が
著
し
く
悪
化
し
た
と
き
。

⑷�

給
水
区
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
消

化
器
系
伝
染
病
が
流
行
し
て
い
る
と
き
。

  

臨
時
の
水
質
検
査
は
速
や
か
に
実
施
し
、

水
質
異
常
が
終
息
し
、蛇
口
の
水
の
安
全

性
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
行
い
ま
す
。

７ 

水
質
検
査
計
画
お
よ
び

検
査
結
果
の
公
表

次
の
方
法
で
公
表
し
ま
す
。

⑴
広
報
誌｢

や
ま
と
た
か
だ｣

⑵
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

８ 

水
質
検
査
計
画
の
評
価

　

水
質
基
準
は
、水
道
に
よ
り
供
給
さ
れ

る
す
べ
て
の
水
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
要
件
で
す
。

　
本
市
で
は
、水
質
検
査
結
果
が
水
質
基
準

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、得
ら
れ

た
結
果
と
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
の
比
較
評
価

な
ど
を
行
い
、水
質
管
理
に
活
用
し
ま
す
。

９ 

水
質
検
査
計
画
の
見
直
し

　

水
質
検
査
計
画
の
見
直
し
は
、検
査
結

果
の
状
況
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

10 

水
質
検
査
の
精
度
と
信
頼
性
の
確
保

　
水
質
検
査
に
お
け
る
測
定
値
の
信
頼
性

の
確
保
の
た
め
、妥
当
性
評
価
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
妥
当
性
の
確
認
を
し
た
検

査
機
関
で
行
い
ま
す
。

区　分 内　容

給水区域 大和高田市内

給水人口
（令和元年度末） 64,208（人）

給水戸数
（令和元年度末） 30,824（戸）

年間給水量 6,775,510㎥

計画1日
最大給水量 38,000㎥／日

実績1日
最大給水量 20,430㎥／日

水質管理
上留意す
べき項目

留意すべ
き事項

残留塩素 配水過程
で減少

濁度・
色度

管路内な
ど配水過
程で上昇

ｐＨ
配管内な
ど配水過
程で上昇
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令和３年度 大和高田市水道事業水質検査計画

毎日検査項目（別表３）水質管理目標設定項目（別表２）

項目
No. 水質基準項目 目標値

検査頻度
大東配水場系
給水栓

天満配水場系
給水栓

陵西配水場系
給水栓

3 ニッケル及びその化合物 0.01㎎/ℓ以下

元年度実施 ２年度実施 ３年度予定14 抱水クロラール 0.03㎎/ℓ以下

22 有機物質（KMnO4） 3㎎/ℓ以下

項目
No. 水質基準項目 評価 検査頻度 検査方法

1 色 異常なし 毎日 自己

2 濁り 異常なし 毎日 自己

3 消毒の残留効果
（残留塩素） 0.1㎎/ℓ以上 毎日 自己

水質基準項目（別表１）

省略不可項目 過去の検査結果から3年に1回 過去の検査結果から1年に1回 過去の検査結果から1年に4回

区分 項目
№ 水質基準項目 基準値 過去３年間の

最高値
検査頻度

大東配水場系 天満配水場系 陵西配水場系
給水栓 給水栓 給水栓

健
康
に
関
す
る
項
目

1 一般細菌 100個/mL 0
月１回 月１回 月１回

2 大腸菌 不検出 検出せず
3 カドミウム及びその化合物 0.003mg/L以下 0.001未満

元年度実施 ２年度実施 ３年度予定

4 水銀及びその化合物 0.0005mg/L以下 0.00005未満
5 セレン及びその化合物 0.01mg/L以下 0.001未満
6 鉛及びその化合物 0.01mg/L以下 0.002
7 ヒ素及びその化合物 0.01mg/L以下 0.001未満
8 六価クロム化合物 0.02mg/L以下 0.005未満
9 亜硝酸態窒素 0.04mg/L以下 0.004未満

年４回 年４回 年４回
10 シアン化物イオン及び塩化シアン 0.01mg/L以下 0.001未満
11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/L以下 0.50 

元年度実施 ２年度実施 ３年度予定

12 フッ素及びその化合物 0.8mg/L以下 0.06
13 ホウ素及びその化合物 1.0mg/L以下 0.02
14 四塩化炭素 0.002mg/L以下 0.0002未満
15 1,4-ジオキサン 0.05mg/L以下 0.005未満

16 シス-1,2-ジクロロエチレン及び 
トランス-1,2-ジクロロエチレン 0.04mg/L以下 0.002未満

17 ジクロロメタン 0.02mg/L以下 0.001未満
18 テトラクロロエチレン 0.01mg/L以下 0.001未満
19 トリクロロエチレン 0.01mg/L以下 0.001未満
20 ベンゼン 0.01mg/L以下 0.001未満
21 塩素酸 0.6mg/L以下 0.006未満

年４回 年４回 年４回

22 クロロ酢酸 0.02mg/L以下 0.002未満
23 クロロホルム 0.06mg/L以下 0.005
24 ジクロロ酢酸 0.03mg/L以下 0.008
25 ジブロモクロロメタン 0.1mg/L以下 0.001
26 臭素酸 0.01mg/L以下 0.001未満
27 総トリハロメタン 0.1mg/L以下 0.009
28 トリクロロ酢酸 0.03mg/L以下 0.004未満
29 ブロモジクロロメタン 0.03mg/L以下 0.003
30 ブロモホルム 0.09mg/L以下 0.001未満
31 ホルムアルデヒド 0.08mg/L以下 0.01

性
状
に
関
す
る
項
目

32 亜鉛及びその化合物 1.0mg/L以下 0.005未満 元年度実施 ２年度実施 ３年度予定
33 アルミニウム及びその化合物 0.2mg/L以下 0.04 年１回 年１回 年１回
34 鉄及びその化合物 0.3mg/L以下 0.005未満

元年度実施 ２年度実施 30年度実施
35 銅及びその化合物 1.0mg/L以下 0.005未満
36 ナトリウム及びその化合物 200mg/L以下 4.9 
37 マンガン及びその化合物 0.05mg/L以下 0.001未満
38 塩化物イオン 200mg/L以下 11 月１回 月１回 月１回
39 カルシウム,マグネシウム等(硬度) 300mg/L以下 47

年１回 年１回 年１回
40 蒸発残留物 500mg/L以下 101
41 陰イオン界面活性剤 0.2mg/L以下 0.02未満 元年度実施 ２年度実施 ３年度予定
42 ジェオスミン 0.00001mg/L以下 0.000001未満

年４回 年４回 年４回
43 2-メチルイソボルネオール 0.00001mg/L以下 0.000004
44 非イオン界面活性剤 0.02mg/L以下 0.005未満

元年度実施 ２年度実施 ３年度予定
45 フェノール類 0.005mg/L以下 0.005未満
46 有機物(全有機炭素TOCの量) 3mg/L以下 0.6 

月１回 月１回 月１回

47 pH値 5.8～8.6 7.3
48 味 異常なし 異常なし
49 臭気 異常なし 異常なし
50 色度 5度以下 1未満
51 濁度 2度以下 0.1未満
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令和３年度 大和高田市水道事業水質検査計画

　

現
在
、鉛
給
水
管
は
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
が
、平

成
元
年
以
前
に
給
水
管
を
布
設
し
た
家
庭
で
は
、鉛

給
水
管
を
使
用
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の

よ
う
な
家
庭
で
は
、長
時
間
水
道
水
を
使
用
し
な
い

場
合
、例
え
ば
、朝
一
番
や
、旅
行
な
ど
で
長
時
間
留

守
に
し
た
と
き
の
最
初
の
水
は
、鉛
が
ご
く
わ
ず
か

に
溶
け
だ
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
通
常（
流
水
）の
使
用
状
態
で
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん

が
、出
し
始
め
の
水
は
、念
の
た
め
に
バ
ケ
ツ
一
杯
ぐ

ら
い
を
、飲
み
水
以
外
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

貯
水
槽
水
道
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ

◎
自
分
で
で
き
る「
水
質
チ
ェ
ッ
ク
」

　
無
色
透
明
な
ガ
ラ
ス
製
の
コ
ッ
プ
に
水
を
入
れ
、

色
、濁
り
、臭
い
、味
の
４
項
目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

①�

色
が
つ
い
て
い
る　

水
槽
の
汚
れ
や
給
水
管
の

腐
食
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

②�

濁
っ
て
い
る　

水
槽
が
汚
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

③�

臭
い
が
す
る　

水
槽
の
汚
れ
や
、汚
染
物
資
の
混

入
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

④�

変
な
味
が
す
る　

水
槽
の
汚
染
や
、給
水
管
の
腐

食
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
①
か
ら
④
に
該
当
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、す
ぐ
に

貯
水
槽
の
設
置
者（
管
理
者
）に
連
絡
し
、適
切
な
対

応
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

貯
水
槽
設
置
者
の
皆
さ
ん
へ

▽
貯
水
槽
は
、所
有
者
が
管
理
す
る
も
の
で
す

▽�

安
心
し
て
飲
め
る
水
道
水
は
適
正
な
管
理
が
必

要
で
す

　
有
効
容
量
が
10
㎥
を
超
え
る
受
水
槽
は
、水
道
法

で
設
置
者
に
対
し
て
適
正
な
管
理
や
検
査
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、有
効
容
量
が
10
㎥
以
下
の

小
規
模
な
受
水
槽
に
つ
い
て
も
、設
置
者
に
対
し
て

適
正
な
管
理
お
よ
び
検
査
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

設
置
者
や
管
理
責
任
者
は
、日
ご
ろ
の
管
理
と
、

１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、定
期
的
に
清
掃・
水
質
検

査・
設
備
点
検
を
行
い
、水
槽
を
い
つ
も
清
潔
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
市
内・市
外
業
者
の
追
加
受
付
で
す
。

▽
受
付
期
間　
２
月
１
日
㈪
～
26
日
㈮（
土・日・祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時

▽
提
出
書
類　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
提
出
方
法　
水
道
総
務
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

　
　
　
　
　
　
（
郵
送
の
場
合
は
２
月
26
日
㈮
必
着
）

▽
郵
送
先　
〒
６
３
５・０
０
１
６ 

大
東
町
５
番
地
22

　
　
　
　
　
大
和
高
田
市
水
道
総
務
課　
宛

▽
指
名
願
有
効
期
間

●
市
内
業
者　
令
和
３・４
年
度

●
市
外
業
者　
令
和
３・４
年
度

▽
納
入
資
材　
量
水
器
、水
道
専
用
補
修
材
料
、

　
　
　
　
　
　
そ
の
他
水
道
専
用
資
材

（
水
道
総
務
課　

☎
52
・
１
３
６
７
）

▽
受
付
期
間　
２
月
１
日
㈪
～
26
日
㈮（
土・日・祝
日
を
除
く
）

　
　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

▽
提
出
方
法　
申
請
書
な
ど
を
市
立
病
院
栄
養
管
理
科
へ
持
参

※
申
請
書
な
ど
は
、市
立
病
院
栄
養
管
理
科
に
あ
り
ま
す
。

※
郵
便
に
よ
る
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
登
録
有
効
年
度　
令
和
3
年
度

▽
納
入
物
資　
青
果
物
、冷
凍
食
品
、加
工
水
産
物
、塩
干
物
、

　
　
　
　
　
　
缶
詰
類
、調
味
料
、食
用
油
、穀
類
、鶏
卵
、肉
類

（
市
立
病
院
栄
養
管
理
科　

☎
53
・
２
９
０
１（
内
線
６
６
１
３
））

安
心
し
て
水
道
水
を
使
う
た
め
に

（
上
下
水
道
部
水
道
部
門　

☎
52
・
１
３
６
５
）

「
入
札
参
加
資
格
申
請
」

の
受
付

水
道
資
材
納
入
業
者

市
立
病
院
給
食
用
物
資
納
入
業
者
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令
和
３
年
度
償
却
資
産

（
固
定
資
産
税
）の
申
告

　

固
定
資
産
税
に
お
け
る
償
却
資
産
と

は
、土
地・
家
屋
以
外
の
事
業
用
資
産
で
、

そ
の
減
価
償
却
額
ま
た
は
減
価
償
却
費

が
、法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税
法
上
の
規

定
に
よ
る
所
得
の
計
算
上
、損
金
ま
た
は

必
要
な
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の
を
い
い

ま
す
。

　
市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
人
は
、地
方
税
法
第
３
８
３
条
の

規
定
に
よ
り
、毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お

け
る
資
産
の
状
況
を
、市
役
所
へ
申
告
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
償
却
資
産
に
つ
い
て
、ま

だ
申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
、至
急
申
告

を
お
願
い
し
ま
す（
法
定
申
告
期
限
は
毎

年
１
月
31
日
で
す
が
、申
告
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
）。

　
国
の
指
導
に
基
づ
き
、公
平・
公
正
な
課

税
の
た
め
本
市
で
は
、償
却
資
産
の
適
正

な
把
握
お
よ
び
未
申
告
の
解
消
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。申
告
書
の
提
出
の
依
頼
や

地
方
税
法
の
規
定
に
基
づ
く
調
査
を
実
施

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て
、不
明
な

点
な
ど
が
あ
れ
ば
以
下
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

▷受付期間　
　随時（午前8時30分～午後5時15分）
　※土・日・祝日を除く。
▷対象となる職種
⑴幼稚園・小・中学校の講師
⑵�医療的ケア看護師（医療的ケアや健康観察など
のため、市立幼稚園・小・中学校を巡回）
⑶預かり保育担当の保育士
▷�応募方法　履歴書と⑴幼稚園は幼稚園教諭免許
状、小・中学校は教員免許状、または各種免許状
取得見込証明書の写し（教員免許更新済みの人
は、証明書の写しが必要）、⑵は看護師免許証の
写し、⑶は保育士資格証明書、または幼稚園教諭
免許状の写しが必要です。

　�郵送（〒635-8511 大字大中100番地1 大和高
田市教育委員会事務局 学校教育課）または持参
してください。
◎講師登録後の任用について
　幼稚園や学校で欠員が出たとき、登録者の中か
ら、必要に応じて書類選考・面接の上、随時任用し
ます。

（学校教育課　内線140）

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
に
係

る
中
小
事
業
者
等
の
事
業
用
家
屋
お
よ

び
償
却
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
お

よ
び
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
の
特
例

措
置
に
関
す
る
申
告
の
受
付
は
終
了
し

て
い
ま
す
。

（
税
務
課
固
定
資
産
税
係　
内
線
２
４
９
）

大
和
高
田
市
交
通
遺
児
見
舞

金
等
の
支
給
制
度
に
つ
い
て

　

市
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
者
が
、交
通

事
故
に
よ
り
父
母
な
ど
を
亡
く
し
た
際
に

は
、見
舞
金
お
よ
び
就
学
援
助
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

・
見
舞
金

　

�

交
通
遺
児
に
な
っ
た
と
き
、１
人
に
つ

き
１
０
０
、０
０
０
円
支
給
。

・
就
学
援
助
金

　

�

遺
児
が
教
育
施
設（
小
学
校・
中
学

校・
高
等
学
校
な
ど
）に
入
学
し
た
と

き
、１
人
に
つ
き
入
学
す
る
ご
と
に

１
０
０
、０
０
０
円
支
給
。

▽
申
請
先　
生
活
安
全
課

※�

支
給
要
件
、支
給
申
請
書
類
な
ど
詳
し

く
は
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

（
生
活
安
全
課　
内
線
３
２
１
）

市立幼稚園・学校教員の講師登録と
医療的ケア看護師等の募集
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消
防
法
違
反
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　
近
年
、｢
建
物
に
新
た
な
テ
ナ
ン
ト
が
入

居
す
る｣

、｢

テ
ナ
ン
ト
が
入
れ
替
わ
る｣

、

｢

建
物
を
増
改
築
す
る｣
な
ど
に
よ
り
、知

ら
な
い
間
に
消
防
法
違
反
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
多
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら

を
考
え
て
い
る
人
は
ま
ず
、新
た
に
高
額

な
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
や
自
動
火
災
報

知
設
備
な
ど
と
い
っ
た
消
防
用
設
備
な
ど

が
必
要
に
な
る
か
な
ど
を
消
防
署
に
相
談

し
、消
防
用
設
備
な
ど
の
設
置
や
必
要
な

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、消
防
法
に
違
反
し
た
場
合
は
、平

成
30
年
４
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
公

表
制
度
に
よ
り
建
物
名
称
、所
在
地
、違
反

内
容
を
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
へ

の
掲
載
、ま
た
、使
用
停
止
命
令
や
告
発
と

い
っ
た
行
政
処
分
の
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

（
高
田
消
防
署　
☎
25・
０
１
１
９
）

２
月
は

｢

水
質
改
善
強
化
月
間｣

　

大
和
川
で
は
、雨
量
が
少
な
く
な
り
水

質
が
悪
化
す
る
２
月
を｢

水
質
改
善
強
化

月
間｣
と
し
て
い
ま
す
。大
和
川
の
汚
れ
の

原
因
は
家
庭
か
ら
出
る｢

生
活
排
水｣

で
あ

る
こ
と
か
ら
、流
域
に
住
む
皆
さ
ん
に
汚

れ
た
生
活
排
水
を
減
ら
す
取
り
組
み
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。よ
り
き
れ
い
な
大
和

川
に
す
る
た
め
、水
質
改
善
に
協
力
し
て

く
だ
さ
い
。

・�

食
事
は
食
べ
る
分
量
だ
け
作
り
、残
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

食
器
や
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
の
汚
れ
は
、

拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・�

食
べ
残
し
や
残
り
く
ず
を
、直
接
流
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・�

石
け
ん
や
シ
ャ
ン
プ
ー
、洗
剤
類
は
使

い
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

・�

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
人
は
定
期
的

に
点
検
し
、１
年
に
１
回
清
掃
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

（
環
境
衛
生
課　
内
線
２
８
１
）

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
の

実
施
に
つ
い
て

　
～
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
が
吹
鳴
し
ま
す
～

　
市
内
10
施
設
設
置（
左
記
参
照
）の
防
災

ス
ピ
ー
カ
ー
よ
り
、試
験
放
送
を
行
い
ま

す
。

※�

情
報
伝
達
訓
練
な
の
で
、避
難
行
動
を

と
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
と
き　
２
月
17
日
㈬　
午
前
11
時

▽�

防
災
行
政
無
線（
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
）　

設
置
施
設

　
（
８
小
学
校
の
屋
上
）

　

�

片
塩
小
学
校
、高
田
小
学
校
、土
庫
小
学

校
、浮
孔
小
学
校
、磐
園
小
学
校
、陵
西

小
学
校
、菅
原
小
学
校
、浮
孔
西
小
学
校

　
（
２
市
営
住
宅
の
屋
上
）

　
市
営
住
宅
西
坊
城
団
地

　
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
市
場
住
宅

（
危
機
管
理
課　
内
線
２
２
６
）

手
しゅ

話
わ
を覚
おぼ
えましょう

　暦の上では2月3日は立春ですが、まだまだ
厳しい寒さが続きそうです。新型コロナウイル
ス感染症に加え、インフルエンザも猛威を振る
いそうです。うがい・手洗いなどの感染症予防
策を徹底し、健康管理に気をつけましょう。

（社会福祉課　内線534）

〈コロナウイルス〉
（コロナ）
　左
ひだり
手
て
｢Ｃ｣の形

かたち
の手

て
前
まえ
に右

みぎ
手
て
て

のひらを置
お
き、手

て
首
くび
を軸

じく
に左
ひだり
か

ら右
みぎ
へ動
うご
かし

（ウイルス）
　右

みぎ
手
て
2指
ゆび
の円

えん
の動

うご
きを左

ひだり
手
て
5

指
ゆび
の輪

わ
の上
うえ
から覗

のぞ
き込

こ
む

〈インフルエンザ〉
　口

くち
元
もと
から小

こ
指
ゆび
を立

た
てた右

みぎ
手
て
を

小
ちい
さく前

まえ
へ2回

かい
出
だ
す

〈気をつける（注意する・用心する）〉
　丸

まる
めた両

りょう
手
て
を上
じょう
下
げ
に置

お
き、握

にぎ

りながら胸
むね
に引

ひ
き寄

よ
せる
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12
月
14
日
㈪
、年
末
年
始
の
交
通

事
故
防
止
運
動
と
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン

を
周
知
す
る
た
め
街
頭
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、大
和
高
田
市
交
通

対
策
協
議
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
を
周
知
す
る
広
報

チ
ラ
シ
や
反
射
た
す
き
な
ど
を
ド

ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
に
配
布
し
て
、

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

（
生
活
安
全
課　
内
線
３
２
０
）

　

12
月
18
日
㈮
、株
式
会
社
ｂ
ｅ
ｇ
ｏ
ｄ
よ

り
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
マ
ス
ク
３
０
０
０
枚
と
消
毒
液
20
本
の

贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
庁
さ
れ
た
代
表
取
締
役
の
井
上
岳
史

さ
ん
に
よ
る
と
、感
染
症
対
策
の
た
め
に
何

か
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
と
思
い
、寄
贈
に

至
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

仲
田
企
画
政
策
部
長
は
、｢

本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。｣

と
話
し
ま
し
た
。

（
秘
書
課　
内
線
３
１
２
）

　

12
月
よ
り
広
陵
町
の｢

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス｣

と

大
和
高
田
市
の｢

経
済
会
館
５
階｣

に
、『
何
度
で

も
無
料
で
相
談
で
き
、知
恵
と
ア
イ
デ
ア
で
売
り

上
げ
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
相
談
所
』が
誕
生
し
ま
し

た
。集
客
力
ア
ッ
プ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使
っ
た｢

見

せ
方｣
力
ア
ッ
プ
、販
路
拡
大
、起
業
相
談
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。興
味
の
あ

る
方
は
、一
度
予
約
し
て
相
談
に
来
て
く
だ
さ

い
。ま
ず
は
お
話
を
し
て
、共
に
語
り
、共
に
考
え

ま
し
ょ
う
。あ
な
た
の
相
談
を
待
っ
て
い
ま
す
。

（
産
業
振
興
課　
内
線
２
９
４
）

　

学
校
給
食
が
な
い
冬
季
休
業
期

間
前
の
12
月
14
日
㈪
か
ら
20
日
㈰

に
、食
の
支
援
が
必
要
で
申
し
込
み

を
さ
れ
た
子
育
て
世
帯
な
ど
を
対

象
に
、１
世
帯
あ
た
り
レ
ト
ル
ト
食

品
10
食（
カ
レ
ー
５
食
と
親
子
丼
５

食
）と
レ
ト
ル
ト
ご
飯
10
食
の
配
布

を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、市
内
の
こ

ど
も
食
堂
に
も
協
力
を
い
た
だ
き
、

合
計
で
３
０
０
セ
ッ
ト
を
配
布
し

ま
し
た
。

（
児
童
福
祉
課　
内
線
５
８
５
）

交
通
安
全
の
意
識
を
高
め
よ
う

マ
ス
ク
３
０
０
０
枚
と
消
毒
液
の
寄
附

広
陵
高
田
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

｢

Ｋ
ｏ
Ｃ
ｏ
ー
Ｂ
ｉ
ｚ（
コ
コ
ビ
ズ
）｣

開
設
！

子
育
て
世
帯
へ
食
品
を
提
供
・
支
援

活動に取り組む堀内市長

仲田企画政策部長（左）と井上岳史さん（右）KoCo-Biz予約フォームはコチラ!

学校給食がない冬休み期間の前に
配布されました
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新着図書のご案内

2 月のおはなし会 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、2月に予定されていた「おはなし
会」「おはなし会きらら」「えほんのよみきかせ」を中止します。ご了承ください。

一般書
経済がわかる論点 50　2021 みずほ総合研究所／著 東洋経済新報社
だれかの記憶に生きていく 木村 光希／著 朝日新聞出版
60 分でわかる！ eスポーツ最前線 鴨志田 由貴／著 技術評論社
冬の狩人 大沢 在昌／著 幻冬舎
世界は思考で変えられる 東田 直樹／著 河出書房新社

児童書
小学生なら知っておきたいもっと教養 366 齋藤 孝／著 小学館
戦国最強武将へタイムワープ 柏葉 比呂樹／マンガ 朝日新聞出版
竜が呼んだ娘 魔女の産屋 柏葉 幸子／作 朝日学生新聞社
エリーゼさんをさがして 梨屋 アリエ／著 講談社
オール★アメリカン★ボーイズ ジェイソン・レノルズ／著 偕成社

電子図書館 新着コンテンツ
本当の ｢頭のよさ｣ ってなんだろう？ 齋藤 孝／著 誠文堂新光社
定年からの青春未来図 坂口 克洋／著 三和書籍
Microsoft Teams全事典 インサイトイメージ／著 インプレス
ときめく雲図鑑 菊池 真以／写真・文 山と溪谷社
お医者さんが教える知らないとソンする！
本当にキレイになれる脱毛の話 吉澤 秀和／監修 クロスメディア

・パブリッシング

食べても太らず、免疫力がつく食事法 石黒 成治／著 クロスメディア
・パブリッシング

子どもの事故予防と応急手当マニュアル 山中 龍宏／指導 母子保健事業団
車中泊入門 武内 隆著 山と溪谷社
美しい表紙で読む日本の名作集　1～ 2 ゴマブックス

展示のご案内
玄関展示
奈良県中南和地区にFMコミュニティラジオ｢FMヤマト77.5MHz｣が2月11日に開局し、地域の情報が発信されます。
関連するコミュニティラジオの本と、ポスター・チラシを展示しています。
やさしく解説産婦人科のおはなし 小松 一／著 青春出版社

プレミアム編集工房
コミュニティ放送の未来 井上 悟／著 東洋図書出版
ラジオと地域と図書館と 内野 安彦／編著 ほおずき書籍

一般展示
｢始めるなら今！肉体改造！｣をテーマに、ダイエットや筋トレに関する本を集めています。
夏に向けてトレーニングはいかがですか。
体脂肪を落とす正しい歩き方（ウォーキング） 青木 純一郎／監修 青春出版社
除脂肪メソッド 岡田 隆／著・監修 ベースボール・マガジン社
女子栄養大学のスポーツ栄養教室 上西 一弘／監修 女子栄養大学出版部

児童展示
｢としょかんってたのしいね｣をテーマに、図書館が舞台のえほんやものがたりを展示しています。
晴れた日は図書館へいこう 緑川 聖司／作 小峰書店
としょかんライオン ケビン・ホークス／え 岩崎書店
としょかんへぴょん！ぴょん！ぴょん！ タチアナ・マイ = ウィス／絵 絵本塾出版

｢ボランティアガイドと歩く 第 5 回大和高田の文化財めぐり｣ は、市立図書館と共催で行っています。詳しくは、
お知らせ版 6 ページを見てください。

（市立図書館　☎ 52-3424）
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健
や
か
な
毎
日
を

　

  

お
く
る
た
め
に

天満診療所
医師  梅本典江

「
気
を
つ
け
た
い
低
温
や
け
ど
」

　

カ
イ
ロ
や
電
気
毛
布
、湯
た
ん
ぽ

が
手
放
せ
な
い
季
節
で
す
。し
か
し
、

こ
れ
ら
の
暖
房
器
具
を
長
時
間
使
っ

て
い
る
と
気
付
か
な
い
う
ち
に｢

低

温
や
け
ど｣

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

低
温
や
け
ど
は｢

暖
か
く
て
心
地

よ
い
、体
温
よ
り
少
し
高
い
く
ら
い

の
温
度｣

で
発
生
し
ま
す
。た
と
え
ば

湯
た
ん
ぽ
に
カ
バ
ー
を
か
け
て
使
用

し
た
場
合
、表
面
の
温
度
は
44
℃
か

ら
45
℃
ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
が
、そ

の
程
度
の
温
度
で
あ
っ
て
も
３
時
間

か
ら
４
時
間
と
皮
膚
の
同
じ
場
所
に

接
触
し
て
い
る
と
、熱
さ
や
痛
み
を

感
じ
な
い
ま
ま
に
皮
膚
の
深
い
部
分

が
や
け
ど
を
起
こ
し
て
し
ま
う
の
で

す
。

　

低
温
や
け
ど
の
原
因
と
な
り
や
す

い
の
は
、湯
た
ん
ぽ
、こ
た
つ
、あ
ん

か
、電
気
毛
布
、使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
で
す
。意
外

な
も
の
で
は
、携
帯
電
話
の
充
電
器

や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
も
あ
り
ま
す
。

貼
る
タ
イ
プ
の
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
の

場
合
、腰
や
背
中
に
貼
っ
て
そ
の
ま

ま
寝
て
し
ま
っ
た
り
、椅
子
の
背
も

た
れ
に
長
時
間
も
た
れ
か
か
っ
て
い

る
と
、カ
イ
ロ
が
体
に
密
着
し
て
低

温
や
け
ど
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

火
や
熱
湯
に
よ
る
や
け
ど
と
異
な

り
水
ぶ
く
れ
が
で
き
に
く
く
、少
し

赤
く
な
っ
た
り
ひ
り
ひ
り
す
る
程
度

な
の
で
、一
見
軽
く
感
じ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、実
は
深
い
部
分
で
や
け
ど

が
進
行
し
て
い
て
、時
間
が
経
つ
に

つ
れ
て
皮
膚
の
損
傷
が
明
ら
か
と
な

り
、治
り
に
く
い
深
い
皮ひ

膚ふ

潰か
い

瘍よ
う

に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。｢

低
温
や
け

ど
か
な｣

と
思
っ
た
ら
、見
た
目
が
軽

く
て
も
皮
膚
科
で
診
察
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
場
合
は
、

熱
い
と
感
じ
な
く
て
も
同
じ
場
所
に

長
時
間
使
用
し
な
い
よ
う
し
ま
し
ょ

う
。電
気
毛
布
や
電
気
あ
ん
か
を
使

用
す
る
場
合
は
、寝
る
前
ま
で
あ
た

た
め
て
お
い
て
寝
る
と
き
に
は
電
源

を
切
り
ま
し
ょ
う
。皮
膚
の
感
覚
が

低
下
し
て
い
る
高
齢
者
や
糖
尿
病
の

人
、脳の

う

梗こ
う

塞そ
く

な
ど
が
あ
っ
て
自
分
で

体
を
自
由
に
動
か
せ
な
い
人
、乳
幼

児
は
特
に
低
温
や
け
ど
を
起
こ
し
や

す
い
の
で
、ご
家
族
や
周
囲
の
人
が

気
を
つ
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

（
天
満
診
療
所　
☎
52・５
３
５
７
）

嚥え
ん
下げ

機
能
検
査
と

誤ご

嚥え
ん
性せ
い
肺は
い
炎え
ん
に
つ
い
て

　

肺
炎
は
が
ん
、心
疾
患
、脳
血

管
疾
患
に
次
ぐ
日
本
人
の
死
亡

原
因
の
第
４
位
と
い
う
高
い
割

合
を
占
め
て
い
ま
す
。肺
炎
の
う

ち
、特
に
高
齢
者
で
誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺は
い

炎え
ん

の
割
合
が
高
く
な
る
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺は
い

炎え
ん

は
、

主
に
食
事
中
に
食
べ
物
が
気
管

に
入
り
発
症
し
ま
す
。唾だ

液え
き

や
食

べ
物
と
と
も
に
細
菌
が
気
管
内

に
入
り
、肺
炎
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。ま
た
、食
べ
物
を
飲
み
込
む

力（
駆く
し
ゅ
つ
り
ょ
く

出
力
）も
低
下
し
ま
す
。嚥え
ん

下げ

時
に
飲
み
込
み
き
れ
な
か
っ

た
食
物
が
気
管
に
流
れ
込
み
や

す
く
な
り
、気
管
に
食
物
が
入
っ

た
と
き
に
咳
反
射
で
異
物
を
喀か
く

出し
ゅ
つす
る
力
も
低
下
し
て
い
き
ま

す
。そ
の
た
め
、当
院
で
は
嚥え
ん

下げ

機
能
検
査
を
評
価
し
、誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺は
い

炎え
ん

に
な
ら
な
い
よ
う
に
対
応
し

て
い
ま
す
。

　

嚥え
ん

下げ

機
能
検
査
は
、鼻
か
ら

フ
ァ
イ
バ
ー
を
挿
入
し
、喉い
ん

頭と
う

を

見
な
が
ら
ゼ
リ
ー
や
水
を
嚥え
ん

下げ

す
る
こ
と
で
嚥え
ん

下げ

機
能
を
評
価

し
ま
す
。喉い
ん

頭と
う

に
唾だ

液え
き

の
貯
留
が

な
い
か
、喉い
ん

頭と
う

の
刺
激
に
対
す
る

反
射
は
し
っ
か
り
あ
る
か
、飲
み

込
む
力
は
し
っ
か
り
あ
る
か
な

ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺は
い

炎え
ん

を
患
っ
た
人
や
、嚥え
ん

下げ

機
能

が
低
下
し
た
人
に
嚥え
ん

下げ

機
能
検

査
を
実
施
し
、入
院
中
の
人
に
は

必
要
で
あ
れ
ば
言
語
聴
覚
士
を

リ
ー
ダ
ー
と
す
る
チ
ー
ム
が
嚥え
ん

下げ

リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、嚥え
ん

下げ

力
の

改
善
を
図
り
ま
す
。

　

嚥え
ん

下げ

リ
ハ
ビ
リ
で
は
駆
く
し
ゅ
つ
り
ょ
く

出
力

が
弱
い
の
で
あ
れ
ば
、舌ぜ
っ

下か

筋き
ん

群ぐ
ん

な
ど
の
筋
力
を
増
強
さ
せ
る
運

動
を
、喉い
ん

頭と
う

の
反
射
が
弱
い
の
で

あ
れ
ば
、ア
イ
ス
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
の
反
射
を
改
善
す
る
刺
激
で

対
応
し
ま
す
。ま
た
、食
事
形
態

も
重
要
で
す
。一
番
誤ご

嚥え
ん

し
や
す

い
の
が
水
分
の
た
め
、水
分
に
ド

ロ
ッ
と
と
ろ
み
を
つ
け
る
と
ろ

み
剤
が
市
販
さ
れ
て
お
り
、誤ご

嚥え
ん

を
予
防
し
ま
す
。そ
の
他
も
飲
み

込
み
や
す
い
よ
う
に
細
か
く
刻

ん
だ
り
つ
ぶ
し
た
り
す
る
と
誤ご

嚥え
ん

の
予
防
に
な
り
ま
す
。食
事
中

の
姿
勢
も
大
事
な
要
素
で
す
。で

き
る
だ
け
垂
直
に
近
い
形
が
理

想
で
す
が
、寝
た
き
り
の
人
で
も

最
低
で
も
30
度
の
傾
斜
が
必
要

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。軽
く
顎あ
ご

を

引
く
姿
勢
が
誤ご

嚥え
ん

し
に
く
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。食
事
の
仕
方

と
し
て
は
、１
回
に
口
に
入
れ
る

量
を
減
ら
し
、よ
く
噛
ん
で
飲
み

込
め
ば
か
な
り
誤ご

嚥え
ん

を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
度
嚥え
ん

下げ

機
能
が
低
下
し
て

し
ま
う
と
、回
復
さ
せ
る
の
に
多

大
な
労
力
と
時
間
が
必
要
で
す
。

日
頃
か
ら
よ
く
噛
ん
で
食
事
を

し
、首
回
り
の
筋
肉
も
低
下
し
な

い
よ
う
に
適
度
な
運
動
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

大
和
高
田
市
立
病
院

耳
鼻
咽
喉
科　
横
田 

尚
弘

（
市
立
病
院　
☎
53・
２
９
０
１
）
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昨
年
７
月
、人
口
約
５
千
人
の
与

論
島
を
襲
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
集
団
感
染
。こ
の
島
で
は
、

感
染
者
へ
の
誹
謗
中
傷
や
差
別
的

な
扱
い
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。結
い（
ゆ
い
）が
息
づ
く

島
の
住
民
た
ち
は
、回
復
し
た
人
た

ち
を｢

お
か
え
り｣｢

大
丈
夫
だ
っ

た
か｣

と
温
か
く
出
迎
え
た
そ
う
で

す
。こ
の
こ
と
を
、奄
美
博
物
館
の

高
梨
修
館
長
は｢

結
び
つ
き
が
強

く
、互
い
に
配
慮
し
気
遣
う
土
壌

が
、感
染
者
を
支
え
る
姿
勢
に
つ
な

が
っ
た
の
で
は｣

と
み
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
や
震
災
、集
中
豪
雨
な
ど
に
よ

り
、各
地
で
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
心
無
い
差
別
や
偏
見
も

あ
り
ま
す
。ご
近
所
同
士
が
声
を
掛

け
合
い
、互
い
の
安
全
を
守
ろ
う
と

い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
で

し
ょ
う
。

　
昨
夏
、高
田
商
業
高
校
に
進
学
し

た
卒
業
生
と
出
会
い
、楽
し
み
に
し

て
い
た｢

す
き
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー｣

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
、延
期
に
な
っ
て
い
る
と

聞
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
教
え
子

た
ち
が
す
き
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー
の

こ
と
を
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。高
田
商
業
の

高
校
生
が
大
和
高
田
市
を｢
す
き
焼

き
の
ま
ち｣

と
し
て
盛
り
上
げ
る
た

め
に
地
域
と
連
携
し
、全
国
に
売
り

込
も
う
と
名
物｢

す
き
焼
き｣

を
商

品
化
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で

す
か
。上
級
生
が
新
入
生
を
も
て
な

し
、学
校
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う

た
め
に
60
年
以
上
お
こ
な
っ
て
い

る
高
田
商
業
の
伝
統
行
事
、こ
れ
を

ご
近
所
で
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。コ

ロ
ナ
禍
が
少
し
落
ち
着
い
た
ら
、す

き
焼
き
は
ま
だ
早
く
て
も
、個
包
装

の
お
菓
子
で
も
持
ち
寄
り
、近
所
の

公
園
な
ど
で
、気
軽
に
集
ま
っ
て
。

少
な
い
人
数
で
も
、途
中
か
ら
参
加

す
る
人
や
帰
る
人
が
い
て
も
い
い
。

｢

こ
ん
に
ち
は｣

と
挨
拶
で
き
る
人

が
、ご
近
所
に
一
人
で
も
増
え
た
ら

素
敵
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

顔
を
合
わ
せ
て
一
緒
に
食
べ
る
と
、

共
に
生
き
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が

わ
い
て
き
ま
す
。そ
れ
が
信
頼
す
る

気
持
ち
、支
え
合
う
気
持
ち
を
生
み

出
す
の
だ
と
思
い
ま
す
。

人
権
施
策
課　
指
導
主
事

　
髙
橋
朋
成

（
人
権
施
策
課　
内
線
２
７
９
）

こ
こ
か
ら
始は
じ
ま
る
。
　

（
く
ら
し・せ
い
か
つ
支し
え
ん
が
か
り

援
係　
☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通））

215

結
い
（
ゆ
い
）
が
息
づ
く
島
か
ら

　
今こ
ん
か
い回
は
、将
し
ょ
う
ら
い
来
に
不ふ
あ
ん安
を
感か
ん
じ

て
早は
や
く
就
し
ゅ
う
し
ょ
く
職
し
た
い
と
考か
ん
がえ
て

い
る
が
、う
ま
く
就
し
ゅ
う
ろ
う
労
に
結む
す
び
付つ

か
な
い
Ｎ
さ
ん
の
お
話は
な
しで
す
。

　

Ｎ
さ
ん
は
、学が
く
せ
い生
時じ
だ
い代
に
人に
ん
げ
ん間

関か
ん
け
い係に
悩な
や
み
、ひ
き
こ
も
り
状
じ
ょ
う
た
い態

に
な
り
ま
し
た
。そ
の
後ご

、成せ
い
じ
ん人

し
て
も
両り
ょ
う
し
ん親に
頼た
よ

っ
て
い
る

生せ
い
か
つ活
状じ
ょ
う
き
ょ
う
況
が
続つ
づ
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、就
し
ゅ
う
ろ
う労

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考か
ん
がえ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。Ｎ
さ

ん
は
就
し
ゅ
う
ろ
う労
支し
え
ん援
を
行
お
こ
な
っ
て
い
る

施し
せ
つ設
や
、同お
な
じ
悩な
や
み
を
抱か
か
え
た
人ひ
と

が
通つ
う
し
ょ所
で
き
る
場ば

に
参さ
ん
か加
し
、

現げ
ん
じ
ょ
う
状
を
変か

え
よ
う
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
、ま
わ
り
の
人ひ
と
が
次つ
ぎ
つ
ぎ々
に

就し
ゅ
う
ろ
う
労
し
て
い
く
こ
と
に
焦あ
せ
っ
て

不ふ
あ
ん安
に
な
り
、相そ
う
だ
ん談
に
き
て
く
れ

ま
し
た
。

　
ま
ず
支し
え
ん
い
ん
援
員
は
、Ｎ
さ
ん
の
悩な
や

み
を
す
べ
て
聞き

き
出だ

し
ま
し
た
。

そ
し
て｢

支し
え
ん援
に
は
人ひ
と
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
、

人ひ
と
と
比く
ら
べ
る
必ひ
つ
よ
う要
は
な
い
。Ｎ
さ

ん
に
必ひ
つ
よ
う要
な
こ
と
は
、自じ
ぶ
ん分
が
ど

う
い
う
状
じ
ょ
う
き
ょ
う
況
か
を
客
き
ゃ
っ
か
ん
て
き

観
的
に
み

て
、ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い
く

こ
と
が
重
じ
ゅ
う
よ
う
要
で
あ
る｣

と
伝つ
た
え
ま

し
た
。そ
の
後ご

、Ｎ
さ
ん
は
他た
に
ん人

と
同お
な
じ
よ
う
に
就
し
ゅ
う
ろ
う
労
に
向む

け
て

頑が
ん
ば張
る
の
で
は
な
く
、自じ
ぶ
ん分
の
ペ

ー
ス
で
就
し
ゅ
う
し
ょ
く
職
に
向む

け
て
頑が
ん
ば張
る

こ
と
の
大だ
い
じ事
さ
に
気き
づ付
い
た
と

話は
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

就
し
ゅ
う
ろ
う
労
に
対た
い
し
て
不ふ
あ
ん安
が
あ
る

人ひ
と
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。し
か
し

不ふ
あ
ん安
内な
い
よ
う容
は
人ひ
と
そ
れ
ぞ
れ
で
、

克こ
く
ふ
く服し
て
い
く
方ほ
う
ほ
う法
も
ひ
と
つ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。就
し
ゅ
う
ろ
う
労
の
こ
と

や
生せ
い
か
つ活
に
不ふ
あ
ん安
が
あ
る
人ひ
と
は
、そ

の
人ひ
と
に
合あ

っ
た
支し
え
ん援
を
考か
ん
がえ
て

い
き
ま
す
の
で
、一い
ち
ど度
相そ
う
だ
ん談に
き

て
く
だ
さ
い
。

　

自じ
ぶ
ん分
自じ
し
ん身
、家か
ぞ
く族
の
こ
と
、

地ち
い
き域
で
気き

に
な
る
人ひ
と
や
子こ

ど
も

の
こ
と
、ど
ん
な
こ
と
で
も
ま
ず

は
一い
ち
ど度
お
話は
な
しを
聴き

か
せ
て
く
だ

さ
い
ね
。

14 広報誌　　　　　　　2021年2月号



一
、お
た
が
い
に
、人
権
を
尊
重
し
、

　  

働
く
よ
ろ
こ
び
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

一
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

　  

健
康
を
か
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。

一
、老
人
に
生
き
が
い
を
、こ
ど
も
に

　  

夢
と
希
望
を
あ
た
え
ま
し
ょ
う
。

一
、教
養
を
ふ
か
め
、

　  

文
化
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
。

一
、自
然
を
ま
も
り
、

　  

平
和
な
く
ら
し
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

大和高田市 市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。相談は無料で、秘密は守られます。
※市外局番は、「0745」です。

中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316

市立土庫公民館 TEL.23-3560

市立菅原公民館 TEL.23-3561

市立陵西公民館 TEL.23-3562

さざんかホール TEL.53-8200 FAX53-8201

図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415

水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850

総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730

社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298

保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660

市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908

天満診療所 TEL.52-5357  FAX52-5100

青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344

生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364

葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001

クリーンセンター
企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383

総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863

総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701

さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535

下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295

高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565

高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292

JR 西日本 TEL.0570-00-2486

近鉄大和高田駅 TEL.52-2414

近鉄高田市駅 TEL.53-2531

市民交流センター TEL.44-3210 FAX44-3212

親と子のすこやか広場 TEL.44-3213 FAX44-3214

高齢者いきいき相談室 TEL.44-3215

相談名 曜日 時間 場所 問合せ

消費生活相談（予約優先） 月～金曜日 午前１０時～正午
午後１時～ ４時

大和高田市
消費生活センター 消費生活センター☎２２－１１０１

人権相談 第４火曜日（６、１２月のみ第１火曜日）午後１時～ ４時 総合福祉会館 人権施策課☎２２－１１０１

行政相談 原則第４火曜日
詳しくは、問い合わせてください。午後１時～ ４時 総合福祉会館 広報広聴課☎２２－１１０１

中小企業金融相談
中小企業経営相談 随時（内容に応じて、産業振興課で相談窓口をご案内します） 産業振興課☎２２－１１０１

母子父子相談 月〜金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 児童福祉課☎２２－１１０１

心配ごと相談 第２･４金曜日 午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

法律相談（要予約）
第２･３火曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６
第１･３･４･５木曜日
相談日の２週間前から前日までに予約 午後１時～ ４時 総合福祉会館 奈良弁護士会☎０７４２－２2－2035

司法書士の法律相談（要予約） 第２･３月曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６

生活相談 第２･３･４･５水曜日
事前に問い合わせてください。午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

健康相談 ･ 栄養相談（要予約） 毎月１回、所定の日 午前９時～ １０時 保健センター☎２３－６６６１
子育てホットライン
健康ホットライン 月～金曜日 午前９時～正午

午後１時～ ４時３０分 保健センター☎２３－６６６１

教育ガイダンス 月～金曜日 午前１０時～午後５時 青少年センター☎２３－１３２２

家庭児童相談室 月～金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 家庭児童相談室☎２３－１１９５

女性相談（要予約）
○第１火曜日･
　第３金曜日
○第２土曜日
※祝日等により変更の場合あり

○午前９時１５分～
　午後０時５分
○午後１時～ ３時５０分 人権施策課☎２２－１１０１

住まいづくり相談（要予約） 第4水曜日 午後１時～ ４時１０分 営繕住宅課☎２２－１１０１平日の午前9時～午後5時の間に予約　定員４名

税理士による税務相談 ２月･３月を除く、第３金曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 近畿税理士会葛城支部☎２２－５２８８平日(火曜日を除く)の午前9時～午後4時の間に予約、問い合わせ
就業相談 月～土曜日 午前９時～午後５時 県産業会館３Ｆ 高田しごとｉセンター☎２４－２０１０
借金おなやみダイヤル 火･金曜日 午後１時～ ４時 奈良弁護士会☎０７４２－２０－７８３０
相続 ･ 遺言お悩みダイヤル 月～金曜日 午前９時３０分～午後５時 奈良弁護士会☎０７４２－２２－４６１１
ひまわりあんしん
（高齢者 ･障がいのある人のための法律相談）

火･木曜日 午後１時３０分～ ４時
奈良弁護士会☎０１２０－８７４－７３７

電話相談は無料。来所･出張相談は有料
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止・変更等になる場合があります。

15広報誌　　　　　　　2021年2月号


